
湖南圏域医療福祉ビジョンの推進について

令和７年７月３日 草津保健所

滋賀の医療福祉・在宅医療

差替 資料４



一人ひとりが健康維持や病気の

予防に必要な知識や習慣を身に着
けており、自分や家族の健康を守
るために行動している

住民が暮らす地域や、企業や事

業所などの働く場において、様々
な年代や背景を持つ人が健康を維
持するための積極的な支援が行わ
れている

医療機関や行政の連携により、

すべての住民が健康を維持し、病
気の予防や早期発見を行うために
必要な支援体制が整えられている。

住民

医療福
祉

地域

Ⅱ．医療

誰もが望む場所・方法で安心して医
療福祉サービスを受けられる

Ⅲ．在宅

高齢者をはじめとする誰もが、住み慣
れた地域で安心して暮らし、本人が望
む形で人生の最期を迎えることができ

る

目指す

の姿

目指す

目指す

の姿

の姿

一人ひとりが医療サービスに関

する正しい知識を持ち、適切な方
法で不安なく受診や治療、入退院
を行っている。

診療所や薬局、福祉事業所など、

地域の医療福祉機関が連携し、
住民の受診や治療、入退院を支
えている。

５疾病５事業および在宅医療の

医療連携体制が構築され、誰も
が必要な治療やサービスの提供
を受けることができる。

湖南圏域（南部地域）では、「一人ひとりが健康で心豊かに暮らせる湖南圏域」を実現するために、「住民」「地域」「医療福祉」
のそれぞれの目指す姿、現状をまとめ、実現のためになにができるかということが一目でわかるように、令和４年度に「湖南圏域医療
福祉ビジョン（見える化バージョン）」を作成しました。令和６年度には各指標について評価を行い、今後重点的に取り組むことを整
理しています。

住民のみなさんの健康づくりや地域づくり、医療関係者の皆様の日々の取組が、目指す姿への一歩一歩の着実な歩みとなっているこ
とを実感していただき、さらに歩みを進めていただければ幸いです。

一人ひとりが健康で心豊かに暮らせる湖南圏域

本人や家族が望む生活や最期を

思い描き、そのために自ら様々な
活動を行うとともに必要な医療・
介護サービスを適切に利用してい
る。

認知症をはじめとした様々な

病気や障害を持つ人や高齢の人、
そしてその家族を地域全体で見
守り、支えあいながら暮らし続
けることができている

望む場所で治療を受けながら

生活し、最期を迎えることがで
きるように支援する体制や制度
が整っている

滋賀県健康づくりキャラクター「しが のハグ＆クミ」

湖南圏域2040年医療福祉推進協議会 令和7年（2025年）4月

湖南圏域医療福祉ビジョン（見える化バージョン）

Ⅰ．健康

一人ひとりが健康的な習慣を身につけ、病
気を予防したり早期発見することができて

いる



区分

大津圏域

湖南圏域

甲賀圏域

東近江圏域

湖東圏域

湖北圏域

湖西圏域

全県域

全国（概算）

総人口（６５歳以上）

３４５，０４２人（９３，４８５人）

３５２，１８１人（７６，９４５人）

１４０，３７９人（３９，６８３人）

２２３，７９８人（６３，２８６人）

１５２，９５９人（３９，９４１人）

１４６，４８４人（４３，４２３人）

４４，４０２人（１６，５９０人）

１，４０５，２４５人（３７３，３５３人）

１２，４０９万人（３，６２０万人）

構成
市町数
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２市

２市２町

１市４町

２市

１市

１３市６町

（令和６年（２０２４年）１月１日現在）

高齢化率
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２０４０年
高齢化率
推計
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３３．７％

二次保健医療圏と高齢化率

＊75歳以上人口；２０２，９１４人 割合；１４．８％
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国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」

圏域別総人口の将来推計



湖南圏域の総人口の将来推計

国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」
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年齢区分別の人口推計

国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」
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10年間で約15,000人増え、今後も増加！！
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63,380
(17.4)

67,292
(17.9)
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出典：滋賀県健康医療福祉部医療福祉推進課

（ ）第１号被保険者
における認定率(％)

滋賀県における要介護度別認定者数
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＊2025年以降は、第1号認定率20.6％を用いた推計
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R4（2022） R11（2029）

1.25倍

1.27倍

1.18倍

1.16倍

1.16倍
1.11倍

1.10倍

県全体
R4  （2022）年 7251.67人/日
R11（2029）年 8740.44人/日

対 2022年比率 1.21倍

厚生労働省：2029年の介護施設、在宅医療等の追加的需要の機械的試算（患者住所地ベース）に基づき試算

人/日

2029年に向けた訪問診療の需要推計
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1973年の老人医療費支給制度による老人医療費の無料化、医療技術の高度化により生命をできるだけ維持す
ることを念頭に置いた延命治療が可能となったことなどを背景に、病院で死亡する者の割合は年々増加し、
1981年に自宅で死亡する者の割合を上回った。
その後、2007年の81.1％をピークに緩やかに減少し、新型コロナウイルスの流行を機に自宅での死亡が急

激に増加し、2022年には病院での死亡は67.6％となった。
しかし、年間の死亡者数は、2012年の12,221人/年から2022年には15,043人/年と、10年間で約3000人増加

しており、高齢者の増加に伴い、今後もさらなる増加が見込まれている。

出典：「人口動態統計」（厚生労働省）

自宅で死亡する者の割合

医療機関で死亡する者の割合

医療機関における死亡割合の年次推移(滋賀県)

R4 67.6％

R4 18.3％

※希望については、令和4年度県民意識調査

医療機関における死亡割合の年次推移(滋賀県)



湖南圏域の病院・自宅における死亡割合の年次推移

83.2 84.3 84.6 84.0
81.6 83.1 84.2

81.4 81.0 80.7 80.4 80.6 81.7 80.4 80.3 78.3
73.8

69.8 68.8
71.8

13.6 12.6 12.5 12.3 14.3 12.7 11.3 12.9 13.4 12.8 13.4 12.6 11.6 12.3 11.8 12.0
14.9

17.4 18.3
15.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

病院での死亡（割合） 自宅での死亡（割合）

（％）



湖南圏域の病院・自宅における死亡数の年次推移
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各圏域の病院・自宅以外※の死亡数の年次推移
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※老人保健施設、介護医療院（2019年から追加）、老人ホームでの死亡の合計



各圏域の病院・自宅以外※の死亡割合の年次推移
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（％） ※老人保健施設、介護医療院（2019年から追加）、老人ホームでの死亡の合計



人生の最期をどこで迎えたいか？

(左グラフ) 滋賀の医療福祉に関する県民意識調査(令和4年度）
(右グラフ） 令和4年滋賀県死亡数(場所別）厚生労働省人口動態統計を元に作成

自宅
40.8%

病院
23.8%

特別養護老

人ﾎｰﾑ…

ｻｰﾋﾞｽ付高齢者
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1.9%

有料老人ﾎｰ

ﾑ
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その他
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わからない
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診療所
0.2%

老人ホーム
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介護医療院
1.5%

老人保健施

設

1.8%
その他

1.7%

実際に最期を迎える場所

県民の約4割が「自宅での最期」を
望んでいるが、
約７割が「病院」で亡くなっています

滋賀県民の看取り 理想と現実のギャップ



2022年 2024年 2025年 2030年 2035年 2040年

死亡数（滋賀県） 15,043 14,955 15,600 16,800 17,400 17,600
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20,000約１．１６倍

死亡数

病院・診療所での死亡数
（R5）10,294人

病院等以外での死亡（R5）4,661人
うち 自宅死（R5） 2,511人

病院等以外での
看取りが必要

約7,300人

約１．５倍

死亡数

自宅死等

増
加

※2024年までは厚生労働省「人口動態調査による」
※2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所が発行する人口問題研究（第76巻第1号 2020年）より滋賀県により試算

今後、病床数の増加は見込めないことから、死亡者数が年々増える中にあっては、
病院以外での看取りを必要とする人が自ずと増加する。（2035年には2019年の約2.5倍になると見込まれる。）

滋賀県の死亡数増加について（推計）



湖南圏域医療福祉ビジョンが目指す地域の姿

～住民・地域のつながりや医療福祉関係者の協働のもとに～

基本目標①

将来を見据えた
主体的な健康づ
くりの推進

基本目標③

最期まで安心し
て生活していく
ための支援体制
づくり

基本目標②

誰もが安心でき
る地域医療の確
保



＜テーマ＞

みんなで支える在宅（施設）療養
～地域と病院それぞれの視点からみる外来連携～

＜目的＞

病院と在宅（主にケアマネジャー）
との連携について、医療と介護の
スムーズな連携、切れ目のない支援が
行える圏域を目指し、入退院支援
および外来-地域連携の深化や連携の
輪を広げる

住民・地域・医療福祉の目指す姿に向けての取り組み

令和６年度湖南圏域医療介護連携フェスタ



【参加者】
医師:３人、看護師:48人、介護支援専門員:39人、
社会福祉士:9人、保健師:6人、生活相談員:4人、
介護福祉士:2人、薬剤師:2人、管理栄養士:1人、
施設長1人、作業療法士:1人、理学療法士:1人、
その他：6人 合計:123人


